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「
住
宅
改
修
支
援
」
や

「
住
ま
い
手
応
援
事
業
」は
、

住
民
や
地
元
工
務
店
等
に
と

っ
て
も
大
切
な
施
策
で
す
。

引
き
続
き
継
続
で
き
な
い

か
、
ま
た
、
各
申
請
窓
口
の

一
元
化
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

 

産
業
経
済
部
長

　

今
日
ま
で
の
事
業
成
果
を

検
証
し
、
今
後
、
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
窓

口
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

総
合
窓
口
で
あ
る
商
工
振
興

課
に
お
い
て
、
十
分
配
慮
し

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。饗

庭
野
演
習
場
周
辺
住
宅

防
音
工
事
に
つ
い
て

 

国
の
補
助
金
交
付
要
綱

で
の
助
成
基
準
と
、
施
工
部 

分
で
の
矛
盾
が
生
じ
て
い

る
。
今
一
度
、
工
事
に
関
し

て
の
説
明
会
が
行
え
な
い
か

伺
い
ま
す
。

 

政
策
部
長

　

平
成
25
年
度
か
ら
本
格
的

な
事
業
実
施
に
な
る
こ
と
か

ら
、
防
衛
省
と
協
議
し
、
地

区
説
明
会
の
開
催
を
検
討
し

ま
す
。

市
長
の
所
信
表
明
よ
り

 

市
に
お
け
る
国
道
、
そ

の
他
県
道
工
事
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
。

 

土
木
交
通
部
長

　

国
の
直
轄
国
道
１
６
１
号

湖
北
及
び
高
島
バ
イ
パ
ス
と

小
松
拡
幅
は
、
用
地
測
量
・

設
計
・
改
良
工
事
等
順
次
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
管
理
の
国
道
３
０
３
号
、

３
６
７
号
及
び
県
道
に
つ
い

て
は
「
滋
賀
県
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

基
づ
き
、
順
次
整
備
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

 

老
朽
化
が
進
み
耐
震
の

で
き
て
い
な
い
支
所
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、
ど
う
進
め

る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

市
民
環
境
部
長

　

支
所
の
改
修
に
は
、
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と

や
、
本
庁
舎
の
あ
り
方
な
ど

も
関
係
し
ま
す
の
で
、
幅
広

い
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。 

人
口
減
少
に
つ
い
て
、

ど
の
様
な
対
策
を
と
ら
れ
て

い
る
か
。

 

政
策
部
長

　
「
住
宅
確
保
の
支
援
」
等

3
つ
の
重
点
的
事
業
を
中
心

に
、
若
者
定
住
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
か
ら
乳
幼
児
ま
で
様
々
な

助
成
な
ど
、
充
実
し
た
支
援

体
制
の
も
と
で
「
安
心
し
て

子
ど
も
が
育
て
ら
れ
る
高
島

市
」
を
実
現
し
、
進
行
す
る

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

 

要
支
援
、
要
介
護
認
定

者
数
が
増
え
て
い
く
中
、
市

の
対
策
な
ど
は
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

集
落
へ
出
向
き
出
前
講
座

に
よ
る
介
護
予
防
の
普
及
に

取
り
組
み
、
医
療
機
関
、
介

護
関
係
の
連
携
に
よ
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。

 

高
島
市
民
病
院
は
、
急

性
期
の
み
の
患
者
の
受
け
入

れ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
維
持
期
、
回
復
期
の

病
棟
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
図

れ
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

 

市
民
病
院
事
務
部
長

　

病
床
稼
働
率
か
ら
急
性
期

以
外
の
受
け
入
れ
は
困
難
な

状
況
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
で
き
る

だ
け
お
応
え
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

高
島
市
住
宅
改
修
支
援
制
度
の

補
助
金
に
つ
い
て

吹
田　
　

薫　

議
員

　

元
気
な
高
島
の
実
現
の
た

め
に
は
、
県
内
で
も
遅
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
社
会
基
盤

の
整
備
が
何
よ
り
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
長
の

政
策
集
の
中
か
ら
次
の
点
を

伺
い
ま
す
。

 

国
道
１
６
１
号
・
３
０ 

３
号
の
早
期
整
備
を
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
整

備
状
況
、
今
後
の
予
定
は
。

 

土
木
交
通
部
長

　

国
道
１
６
１
号
湖
北
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
海
津
・

西
浜
地
区
の
2
．5
㎞
の
用

地
取
得
に
向
け
、
用
地
測
量

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
島
バ
イ
パ
ス
の
安
曇
川

地
区
の
安
曇
川
右
岸
か
ら
青

柳
交
差
点
ま
で
の
1
㎞
は
、

調
査
設
計
後
工
事
に
着
手

し
、
平
成
27
年
度
の
完
成
予

定
で
す
。
ま
た
、
小
松
拡
幅

は
順
次
用
地
取
得
を
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

国
道
３
０
３
号
の
追
分
工

区
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
平

成
26
年
度
の
供
用
開
始
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
今
津
町
弘
川
・
藺

生
間
の
歩
道
設
置
工
事
は
、

平
成
28
年
度
に
完
成
予
定
で

す
。 

一
級
河
川
石
田
川
の
整

備
状
況
は
。

 

石
田
川
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
福
岡
地
先
で
床
止
工

事
と
護
岸
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
順
次
上
流
の
改
修
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

饗
庭
野
演
習
場
で
の
演
習

に
つ
い
て

 

饗
庭
野
演
習
場
は
、
国

内
の
演
習
場
で
は
ど
の
よ
う

な
位
置
付
の
演
習
場
で
、
毎

日
ど
の
よ
う
な
演
習
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

 

政
策
部
長

　

饗
庭
野
演
習
場
は
、
実
弾

射
撃
が
出
来
る
中
部
方
面
隊

の
主
要
演
習
場
で
、
年
間
２ 

０
０
日
程
度
、
戦
車
砲
、
迫

撃
砲
な
ど
の
射
撃
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

 

最
近
、
騒
音
が
大
き
く

な
っ
た
と
の
声
を
よ
く
聞
く

が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
問

う
。 

戦
車
砲
、
追
撃
砲
な
ど

の
射
撃
訓
練
に
つ
い
て
は
以

前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
2
月

以
降
１
５
５
ミ
リ
榴
弾
砲
な

ど
の
射
撃
訓
練
が
数
日
間
実

施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
騒
音
測
定
装

置
の
設
置
を
働
き
か
け
、
測

定
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
努

め
、
騒
音
が
一
定
以
上
に
な

る
場
合
は
、
住
宅
防
音
工
事

区
域
の
指
定
が
拡
大
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
基
盤
の
整
備
と

管
理
に
つ
い
て

早
川　

康
生　

議
員

　

高
島
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
2

年
。
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

一
人
悩
む
方
々
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
歓
び
と
安
心
に

繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
、
次

の
点
を
伺
い
ま
す
。

 

市
に
は
何
人
の
若
者
が

お
ら
れ
、
相
談
窓
口
の
利
用 

状
況
と
情
報
提
供
の
状
況

は
。 

教
育
部
長

　

市
の
18
歳
か
ら
39
歳
の

若
者
は
、
2
月
末
現
在
で

１
２
、２
１
０
人
で
、
15
歳

か
ら
39
歳
の
人
口
の
う
ち

1
．７
９
％
が
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
ま
す

し
、
24
年
度
で
は
、
37
人
の

方
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
等

を
利
用
し
て
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
広
報
に
努
め
て
い
ま
す

し
、
毎
年
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
正
し
い
理
解
を
普
及
す

る
た
め
に
「
ひ
き
こ
も
り
啓

発
講
演
会
」
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

 

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

へ
の
対
応
は
。
常
駐
の
専
門

家
の
人
材
確
保
は
。

 

職
員
全
員
が
、
チ
ー
ム

と
し
て
対
応
す
る
と
と
も

に
、
個
々
の
ケ
ー
ス
ご
と
に

適
切
な
機
関
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
週
2
日
で
す
が
、
臨

床
心
理
士
で
あ
る
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。 

子
ど
も
・
若
者
の
育
成

支
援
は
、
縦
割
り
で
は
な

く
横
の
繋
が
り
を
考
慮
し
た

対
応
を
望
む
市
民
の
声
に
対

し
、
市
長
の
見
解
は
。

 

関
係
課
が
連
携
し
て

支
援
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
々
の
ケ
ー
ス
の

支
援
に
あ
た
る
こ
と
で
共
通

の
認
識
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
部
局
を
超
え
た
支
援
が

で
き
て
い
ま
す
。

不
育
症
に
つ
い
て

　

全
国
で
１
４
０
万
人
の
女

性
が
悩
む
「
不
育
症
」
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

考
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

 

市
民
へ
の
周
知
と
理
解

促
進
の
状
況
に
つ
い
て
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

不
育
症
の
要
因
は
現
時
点

で
は
特
定
が
困
難
と
い
わ

れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
高
い

症
例
で
あ
る
た
め
、
具
体
的

な
相
談
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
な
ど
、
周
知
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

 

不
育
症
治
療
に
対
す
る

助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
。 

市
に
お
い
て
は
不
育

症
の
該
当
者
の
把
握
が
極
め

て
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
実
態
把
握
に

努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の

支
援
に
つ
い
て

大
槻
ゆ
り
子　

議
員

毎年開催されている「ひきこもり啓発講演会」介護予防普及のための出前講座

改修が進められる石田川




